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Lexmark International, Inc.のインクジェット関連技術及び資産の取得に関するお知らせ 

 

 

船井電機株式会社(本社：大阪府大東市、以下「当社」といいます。)は、本日、Lexmark International, 

Inc.（本社：米国、NYSE: LXK、以下「Lexmark」といいます。）が保有する、インクジェットに関する特許権

を含む関連技術及び資産を取得することについて合意いたしましたので、お知らせいたします。 

 
 

１．取得の理由 

当社は、平成９年７月以降約 16 年にわたって Lexmark よりインクジェットプリンタ（以下、「IJP」といい

ます。）のハード機器を製造受託しており、開発段階からも協業を重ねて参りました。 

今回、当社グループは、Lexmark が長年北米を中心としてグローバルに展開してきたインクカートリッジを

含めたプリンタ関連製品の特許権及び製品開発機能・技術、製造機能・技術を取得することにより、これまで

ハードウェアの製造受託のみの形態で展開してきたIJP製品につき、より収益性の高いインクカートリッジの

製造販売も含め自社リソースで完結できる体制を整えることが可能となります。このため、当社グループの今

後のビジネスを継続的に成長させるものであると考え、本件を実施することとしました。 

 

２．取得資産等の概要 

（１）内容 

① インクジェットに関する特許権 

② 米国に於けるIJP関連製品の開発リソース 

③ フィリピンに於けるIJP関連製品製造子会社の全株式（土地・建物・設備及び人員） 

④ その他関連技術・資産 

 

（２）取得資産等の金額 

本件取引価額は9,500百万円（１米ドルを95円として計算しております。）であり、取得費用は全額自己資

金を充当する予定です。個別資産等の詳細な項目および金額については、現在精査中であります。 

 

３．相手先の概要 

（１） 名 称 Lexmark International, INC. 

（２） 所 在 地 
One Lexmark Centre Drive, 740 West New Circle Road, Lexington, 

Kentucky USA 

（３） 代表者の役職・氏名 Paul Rooke, Chairman and CEO 

（４） 事 業 内 容 
印刷機器やイメージング機器の製造、ソフトウェア、ソリューション、

サービスの提供 

（５） 資 本 金 901.6百万米ドル（2012年 12月31日現在） 



2 
 

（６） 設 立 年 月 日 1990年 5月25日 

（７） 純 資 産 1,281.2百万米ドル（2012年 12月31日現在） 

（８） 総 資 産 3,523.4百万米ドル（2012年 12月31日現在） 

（９） 大株主及び持株比率 

Artisan Partners Holdings LP   

FMR LLC 

Indian Asset Management 

Fairpointe Capital LLC 

LSV Asset Management 

（2012年 12月31日現在） 

12.17% 

6.87% 

6.72% 

6.59% 

5.98% 

資 本 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はあり

ません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の

関係者及び関係会社の間には、特筆すべき資本関係はあ

りません。 

人 的 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はあり

ません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の

関係者及び関係会社の間には、特筆すべき人的関係はあ

りません。 

取 引 関 係
船井電機グループは Lexmark International の販売する

一部の印刷機器を製造し、供給しております。 

（10） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

関連当事者へ

の 該 当 状 況

当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。ま

た、当該会社の関係者及び関係会社は、当社の関連当事

者には該当しません。 

 

４．日 程 

（１） 契約締結 平成25年4月2日 

（２） 取得期日 平成25年上半期中(予定) 

 

５．会計処理の概要 

 株式及び固定資産の取得。また、のれんが発生することが見込まれます。 

 

６．今後の見通し 

本件取引が当期以降の業績に与える影響につきましては、現在精査中であり、確定次第、速やかにお知ら

せいたします。 

 

以 上 

 

 

 

（参考）前期連結業績見込み（平成24年11月2日公表分）及び前々期連結実績 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

前期連結業績見込み 

（平成25年3月期） 
205,000百万円 △2,500百万円 △4,100百万円 △5,800百万円

前々期連結実績 

（平成24年3月期） 
246,147百万円 461百万円 174百万円 △4,629百万円

 


